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3．学生・卒業生からの報告 
（1）教育実習報告 
 
幼稚園実習を終えて 
持丸実紗子（女子短期大学部） 
 私は、二年次の幼稚園実習を母園で行いました。一年次の時の実習とは違い、部分実習
や責任実習が主な実習であったため、季節や子どもの年齢に合わせた主活動を考えました。
５歳児クラスを担当させて頂き、「海の生き物の製作」と「魚釣りゲーム」を行いました。
事前に十分な準備を行っていたつもりでしたが、実際に進めていくと、想定していない事
や足りない部分がありました。担当の先生からは、「実習では、たくさん失敗をして、そこ
から学ぶことが大切です。」というお話を頂きました。責任実習を行った次の日も、子ども
達は、海の生き物を製作してきてくれたり、「今日も、魚釣りゲームで遊びたい。」と言っ
てくれました。引き続き、子ども達がゲームを楽しめたことは、保育としてとても良い活
動だったとご指導頂きました。 
 また、心がけた点としては、一人ひとりの子がどのようなことに興味を示しているのか
を知るために、自ら子どもの中に入り込んだことです。外遊びの時間には、子ども同士が
喧嘩をしてしまう場面に出会いました。泣いてしまっている子に対して、何があったのか
を質問しましたが、うまく伝えることができませんでした。お互いの話をよく聞いて、納
得できるように指導する大切さを実感しました。 
 実習中には、読み聞かせの時間を多く頂きました。５歳児クラスということもあり、子
ども達は「お当番活動」がありました。そんな子ども達の姿を見て、「お当番」をテーマに
した紙芝居を読みました。一年次の実習での経験から、子ども達の姿に合う内容を選択す
ることができたと思います。 
 今回の実習では、実践を通して保育者への理解を深めることができました。子どもが自
ら気付くことができるような言葉掛けをすることが今後の課題となりました。保育者にな
る上で、「自分らしさ」を忘れず、努力をしていきたいと思います。 
 
保育所実習を終えて 
小林 夢奈（女子短期大学部） 
 11 日間の実習を行い、保育園の環境や保育所保育指針の内容を深く理解することができ
ました。併せて、1 日の生活の中での子どもたちとの関わり方等の保育指導法や保育者同士
の連携について実際の保育現場で学び、新たな知識を身につけることができたと思います。
しかしその分、多くの反省点も生まれ、子どもの保育をするということの難しさを痛感し
た実習期間となりました。 
 今回は、乳児期の子どものクラスを中心に実習させて頂きました。私は今まで、乳児と
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触れ合う機会が少なかったため、1 日目は思うような声かけや接し方ができず、保育者の関
わり方を観察させて頂きながら、子どもたちとの関わりを深めていきました。その際に、
子どもたちは私の不安な気持ちとは裏腹に、笑顔で近づいてきてくれたため、その後は自
信を持って接することができました。担任の保育者の方からは「赤ちゃんでも、人の心を
十分に感じとることができます。一番大切なことは、相手を思う気持ちです。」とのご指導
を頂き、相手を思う分だけ、その思いが相手に伝わるということを深く理解することがで
きました。また、「子どもを思う気持ちが強ければ強いほど、自然と子どもたちは自分につ
いてきてくれるようになるため、保育を行うことへの不安も次第に減っていきますよ。」と
の貴重なお言葉も頂くことができ、大変勉強になりました。 
 加えて、子ども一人一人の成長過程の違いを実際に目で見て観察することができ、保育
者は子どもに合った活動や保育内容を、毎日の成長に合わせて展開していることを理解す
ることができました。これは、乳児に限らず幼児でも同様に重要なことだと思います。今
後は、このような工夫した保育を行うことができるよう、発達段階についての知識を深め
ていきたいです。 
 貴重な体験をさせて頂いたことにより、保育者の細やかな動きを発見することができま
した。たくさんの学びを、今後につなげていきたいです。 
 
施設実習を終えて 
渡邉菜緒（女子短期大学部） 
 今回の施設実習を通して、子どもたちの一日の生活や職員の職務内容などそのほか様々
な事を学ぶことができました。特に、子ども理解に関しては私が思っていたよりもとても
難しく、実習だけでは分かりえない子ども一人ひとりの奥深くにある思いや願いがあるこ
とを知りました。 
 実習期間がお盆の終わり頃からだったため、一時帰宅や外泊している子どもとそうでな
い子どもがいました。そのため、外泊から帰ってきた子どもとそうでない子どもで心情の
違いが生まれ、「雑魚寝なんて一般家庭じゃ当たり前」「〇〇は養子になるからそろそろバ
イバイだね」など、私の普段の生活ではなかなか耳にしない言葉も子どもたちは当たり前
のように話をしていて、子どもの発言には驚きと戸惑いとなんとも言えない感情でいっぱ
いでした。特に忘れられない出来事は、食事の時間、小学２年生の男の子が姉に「どうせ
一緒にいるわけでもないし、いつかバラバラになるから関係ない」と言った事です。職員
の方から、施設を卒園してからきょうだいで一緒に過ごすことはほとんどないと話を伺い、
私はなんの言葉も出ず、家族なのに、兄妹なのになんでという気持ちで、涙が止まりませ
んでした。 
 反省会では施設長さんから子どもたち一人ひとりの家庭事情を教えていただき、子ども
が入所してきた時の状況、卒園した子どもたちのその後の支援をどのようにおこなってい
るのかなど詳しく教えていただきました。普段は無邪気で、私や職員の方とたわいもない
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会話をする子どもたちが、心の奥底には一人ひとり様々な思いや願いを抱え、私よりもず
っとずっと強く生きているとさえ感じました。 
 この実習を通して子ども理解とは何か、子ども理解のために自分が出来ることは何か、
改めてよく考える機会となりました。また、この実習で学んだことを残りの学生生活でさ
らに深く学び、現場に出てから活かしていけるようにしたいです。 
 
小学校教育実習について 
近澤 あかり（人間文化学部人間文化学科発達教育専攻） 
不安と緊張から始まった教育実習でしたが、母校での４週間はあっという間で、充実し
た日々でした。私の実習の目標は「全力で取り組むこと」「児童と積極的にかかわること」
でした。これらの目標を意識して日々の実習に臨み，その結果特に以下の２点を学ぶこと
ができました。 
 １つ目は、子どもが興味を持って授業に取り組めるように工夫することです。実践授業
を通して多くの気づきや習得もあったと同時に、たくさんの反省もしました。その中でも
特に授業内容を「教える」というのはただの知識を伝えるということではなく、子どもが
自ら学習をするように導くことであると痛感しました。児童は自分自身を映す鏡のようで、
楽しんでする授業には食いつき、たくさんの児童が真剣に取り組んでくれました。そのた
めどうしたら子どもたちを引きつける授業を行うことができるのかを考え、教材研究を毎
回「これでもか」というほど行い、導入の仕方や学習内容を理解しやすくするための発言・
発問を大切にすることを心がけました。また道徳や学級活動のワークシートや板書も児童
が楽しく主体的に取り組むことができるように根気強く工夫を重ねていきました。それで
も授業を行うと予想外の返答がくるので、それに応えられるくらいの臨機応変な対応力も
必要であると痛感しました。 
 ２つ目は児童と積極的にかかわることの大切さです。実践授業そのもので学んだことも
重要ですが、何より大切だと思ったことは児童理解です。児童の実態を理解するために、
私は授業以外での休み時間や昼食時などを通してできるだけたくさんの時間を児童と関わ
るようにしました。そのことが様々なところで活きたと感じています。色々な児童がいる
中でどのように授業を進めていくか、どうしたら興味をもって楽しく取り組んでもらえる
のかなど日々のかかわりを通し、授業に活かすことができました。そのため児童とのコミ
ュニケーションは何よりも大切にすべきことだと感じました。 
 今回、４週間という短い間でしたが、目標にしていた２点について学ぶことができまし
た。実習中は思うようにいかず、自分自身が嫌になることもありました。しかし毎日子ど
も達とかかわり、日々成長する姿が見ることができ、そのおかげで頑張ることができまし
た。こうして貴重な経験ができ、無事に実習を終えることができたのも、ご指導してくだ
さった先生方をはじめ、児童たちの支えがあったからこそだと思います。そして最後のお
別れのときに子ども達が「先生になって、戻ってきてね」と言ってくれた言葉がとても心
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に残っています。 
４週間お世話になった先生方や子ども達への感謝を忘れずに、この実習を通して自分に
足りないものをこれからの課題にして向き合って頑張っていきます。そして貴重な経験や
素晴らしい出会いを糧に、日々精進していきたいと思います。 
 
中学校（英語）教育実習を振り返って 
若林風佳（人間文化学部心理コミュニケーション専攻） 
 私は、大学入学当初、小学校の教員を目指して、初等の科目を履修していました。しか
し幸運にも、大学 2 年生の春からカナダへ留学する機会を得ることができ、それをきっか
けに、「英語が伝わることの楽しさ」を感じるようになり、その楽しさを子どもたちにも伝
えたいと考えるようになりました。そのため復学後は英語教員を目指して、中高の英語科
を履修することとしました。 
教育実習は、益子町立七井中学校で 3 週間実施しました。私はこの実習で、「英語の学習」
に対する捉え方を見つめることができました。 
実習以前は、英語を学習するには、実践的・活動的な内容が中心の授業がベストである
と考えていました。そのため実習当初は、生徒たちが英語を使ってゲームや会話ができる
ような活動を中心に取り組むようにしていました。こうした授業に、実習生の私は、生徒
たちが楽しく英語を学べているだろうと考えていました。しかし実際には、楽しんで学習
できている生徒とそうではない生徒がいることを指導教諭の先生から指摘を受けました。
同時に、英語の会話などの「技能」を身につける時間と、文法や単語などの「知識」を身
につける時間の組み合わせが必要であると教えていただきました。指導教諭の先生からの
指摘を受け、私は、会話の活動と文法、単語の学習の時間をどのくらいの長さ・タイミン
グで組み合わせるのが良いのかを考えて授業するように心がけました。しかし、授業の構
成を考えることは簡単ではありませんでした。そこで、実習先の先生方がどのように授業
をしているのかをよく観察し、それを自分の授業にどのような形で取り入れられるかをよ
く考え、授業で実践するようにしました。活動的なゲームをウォームアップや前回の時間
の復習として取り入れ、その次に新しい文法や単語の学習をしました。また、学習した内
容を実践するために会話や発表の活動を取り入れ、学習内容の定着をはかるために問題集
と解かせるなど、たくさんの方法を試しました。時には、生徒たちが英語で演劇をする内
容のときもありました。うまくいく授業の時もありましたが、考えて取り組んで授業をし
いたつもりでも、失敗することも多くありました。失敗が重なるたびに、次の日の授業の
教室に入るのが怖く感じたことがありました。それでも授業に毎回臨むことができたのは、
生徒たちが一生懸命に理解しようとしてくれたこと、そしてどんなに失敗しても「先生、
今日のここが分かりやすかったよ」と励まし、支えてくれたからだと思います。 
3 週間の実習の経験を終えて、どのような授業が生徒たちのためになるのか、配慮の必要
な生徒への支援は授業の中でどのように実践して行く必要があるのかなど、考えなければ
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ならないことは多くあります。今後は、それらの課題をより深く追及していきたいと思い
ます。 
 
高等学校（国語）教育実習について 
髙瀨奈々美（人間文化学部心理コミュニケーション専攻） 
2 週間にわたるさくら清修高等学校での教育実習は早く過ぎ去り、あっという間でした。
しかし、その中では様々な発見がありました。 
 1 つ目は、生徒との関わりについてです。実習を開始した当初はどのように生徒と関われ
ば良いのか、数十人の生徒たちを目の前に上手く話せるのかと戸惑い緊張していました。
しかし、いざ生徒たちを目の前にして声を掛けてみると、皆笑顔で応えてくれました。そ
して、声をかけた内容以上に様々なことをお話ししてくれました。もしかすると、お互い
に緊張していたのだと思います。授業においても同様で、発問や机間指導を通して対話を
続けてゆくと、次第に笑顔をみせ様々な考えを聞かせてくれました。他には清掃の時間や
放課後、休み時間、球技大会といった様々な場面での、生徒との会話や相談事などと思い
出は尽きません。こうして生徒たちとの関わりから、改めて、今目の前にいる「ひとり」
を捉え理解しようと歩み寄ることの大切さを学びました。 
 2 つ目に、授業実習についてです。ある授業実習の時に、生徒たちの反応良く順調に進ん
でいても、その単元の核となる部分を発問した途端に生徒たちの表情が固まり、反応がな
くなってしまったことがありました。生徒にとっては難しい表現で書かれた教科書の設問
を上手く噛み砕くことができないまま、発問してしまったことが原因でした。途中で発問
の仕方が適当でなかったことに気づき、発問の仕方を変えましたが、生徒たちの反応の変
化に戸惑い焦り、生徒たちの顔を直接見ることができなくなったまま授業を終えてしまう
ことがありました。もしも自分自身が設問の意図を正確に理解し、生徒たちにとってわか
りやすい発問ができたら、もっと様々な形で生徒たちから答えを引き出せたのではないか
と反省しました。実習期間中には先生方の授業を沢山見学させて頂きました。それらの授
業では、生徒たちに何を考えさせ、何を理解させ、どのような力を身に着けて欲しいのか。
また、そのためにはどのような説明や発問が適当なのかと、生徒の立場や理解に応じて授
業が展開されていました。こうした先生方の授業見学で学んだことも、自分自身の教材研
究と準備、冷静さがなければ発揮することができないことを痛感しました。 
3 つ目に、現場の先生方の多忙さについてです。私は実習生であるため主に教材研究や授
業実習、授業見学などがメインでした。しかし、現場の先生方は学級管理や事務処理、授
業の準備、生徒一人ひとりの把握、学校行事や委員会の準備、部活動の指導などに追われ、
教材研究を行う時間すら確保できないような現状でした。自分自身が高校生だった時に全
く気づくことができなかったことです。このような中で、教育実習生を受け入れてくださ
ったこと、頂いた沢山の御言葉やご指導を忘れず、今後も努力していきたいです。 
いつかまた、あの教壇に戻って来たいと思います。本当に、先生方や生徒たちの笑顔で
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溢れる素敵な 2 週間でした。 
 
特別支援学校教育実習について 
山野井 愛（人間文化学部心理コミュニケーション専攻） 
教育実習の 2 週間で特に学んだのは、生徒の実態を正しく把握すること、その実態に合
わせた接し方をすることの大切さでした。この 2 点について、大学で学びわかっていたつ
もりでしたが、実際にやろうとするとかなり難しく、自分の考えの甘さを痛感しました。
まず、生徒の実態を把握することの大切さについては、私がただ見ていた生徒の行動 1 つ
ひとつに理由があることを先生方に教えて頂き、その理由を考えることが実態を把握する
ことの第 1 歩だと思いました。次に、実態に合わせた接し方をすることの大切さについて
は、接し方によって生徒が見せてくれる表情が増えるのだと感じました。例えば、話すの
が好きな生徒なら発表をし、発語が苦手な生徒なら動作で表現するなどがありました。実
態に合わせた授業をすることで生徒全員が活躍する機会を持ち、表情がいきいきしていく
ように感じました。また、実態だけでなく状況にも合わせて接することで、生徒が今何を
すべき時間なのかを考えることができるのだとわかりました。 
 研究授業のよかった点は、2 つあります。1 つは、生徒の様子を見て体調があまり良くな
いことや一生懸命に取り組んでくれたことに気づけたことです。もう 1 つは、生徒が授業
に参加しやすいように、カードや磁石を用いたり、掴みやすいようにカードに厚みのある
板を貼ったり、と教材を工夫したことです。教材については、よかった点であると同時に、
反省点でもあります。生徒が楽しめるようにと頑張って製作したのですが、作ることに満
足してしまい使用時のことを考えられておらず、次の作業で使う教材がどこにあるのか分
からなくなるほど大量のカードが散らかってしまいました。他の反省点として、メリハリ
がなかったことや生徒同士をうまく繋ぐことができなかったことが挙げられます。研究授
業は、生徒たちがとても頑張ってくれ、無事に終わることができました。 
最初はとても緊張していたのですが、事前打ち合わせで会ったことを生徒たちが覚えて
いてくれて、すぐに打ち解けることができました。担当は中学部の 2 年生でしたが、2 年生
を中心に 1、3 年生とも接する機会が多く、たくさんの笑顔をわけてもらいました。日々成
長していく姿を近くで見ることができ嬉しかったです。 
 2 週間という短い間でしたが、先生方、そして、生徒たちに恵まれ、毎日とても楽しく学
ぶことができました。先生方からは生徒の実態を把握し、その実態に合わせて臨機応変に
接することの大切さと生徒を想う気持ちの強さを、生徒たちからは笑顔の大切さと頑張る
ことのかっこよさを教えて頂きました。とても幸せな 2 週間でした。 
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